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凡例




これは壺井繁治・遠地輝武編「日本解放詩集」（昭和二十五年三月十日　飯塚書店刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記は底本に従いました。しかし来については、底本は一貫して[image: ]の字形を使用していますが、略字とみて、来に改めました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものは断りなしに訂正しました。
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「おお、聖母よ！」なんてえ文句で

この俺が

へらへらと歌いだすとでも云ふのか

そんな氣障なことは眞平だ

そんな噓つぱちは願下げだ

けれども此の百姓の母親おふくろが

聖母でないと云ふのならば

眞向ふから俺は反対なんだ

見ろ、輝いてゐる

聖母マリアの油繪は

おそろしく美人みたいに描いてあるが

ユダヤの大工の女房が

あんな風だつたか如何か

これは勿論あてにはならぬし

あれも脊椎動物の一種で

哺乳類の一種ならば

云はずと知れたさまざまの所行が

あつたことだろうといふ事ぐらいは

君がこの世で苦労した人間だつたら

解りきつてることぢやないか

おまけに綺麗な女なぞといふものは

容子ぶつた男と同じやうに

総じて何処か拔けて出来てるもんだ

美しいとは何だ

聖とは何だ

この女房は

アジアの零細農のおつ嬶で

鼻はぺつちやんこで安坐をかき

着物ときたら全るでぼろぼろの雜巾だ

くたびれて

地面に匍いつくばつて

どん百姓の房子の

ひきちぎれたアンペンの炕の上に

一晩でもちよつくら泊つてみるがいい

足のさきからむづむづ

手のさきからむづむづ

首すじからむづむづ

各種各樣の寄生小動物諸君が

めづらしい饗宴に群がり集つて来て

腹もぼりぼり

背中もぼりぼり

尻つぺたから腿の裏側あたりでぼりぼり

とうとう眠れなくなつて

情けなくなり

眼の色をかへて

頭まで引搔きむしらなければ

居ても立つても居られぬほどだから

この垢光りのする

煮しめたやうな褌子の下にも

慈悲深くも

罪深い肉食の小虫どもを飼つてゐるだろうつてことは

亭主でなくたつて解ることなんだ

けれどもそんなことが

高粱がらの百束ほどもあつたところで

この女房が聖母でないといふ

そんないはれは何処にもありはせぬ

無心にだか

貪慾にだか

たぶたぶした乳房にしがみついてゐる赤ん坊を

動物愛からでも構はぬ

しつかと抱いて

わづか二晌の小作地を

呼蘭河の濁水にしてやられ

今年はじめて打閑的から

小作農にせり上つたのも束の間で

もとのもくあみに逆もどりし

借金だけを餘計にしよつた上に

とどのつまりは三江省まで

苦力になつて稼ぎに行つた

掌櫃のわびしく辛い留守の間

草刈りに出ては糊口をしのぎ

かゆで間に合はせた水つぽい乳で

いやそれすら出ない空つぽの乳房で

かうして赤ん坊をそだてて行く

この女房の日每の思ひが

若しも聖なるものでないならば

この世の中で

いつたい何が聖であるのか

屯の聖母よ

おかみさんよ

俺はお前さんに祈りを捧げる

あんな油繪なんか糞喰へ

あんな円光なんか糞喰へ

泥壁に射した西日の光り奴

お前は少々暑すぎるけれど

せめて紫外線だけは吝みつたれずに

何になるか知れたものでない

恐るべき未来たる

この赤ん坊にそそぎかけて

営養不良から救ふがいいぞ！


（郎家窩堡にて）
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